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　はじめに

ブダイ科 Bolbometopon 属は，従来 Scarus muri-

catus Valenciennes in Cuvier and Valenciennes, 1839

と Scarus bicolor Rüppell, 1829 の 2 名義種が帰属

すると考えられていたが，Bellwood (1994) によ

りブダイ科の属の再定義が行われ，両種はそれぞ

れ Bolbometopon と Cetoscarus の 2 属に分類され

た．Bolbometopon 属には和名としてイロブダイ

属が使用されていたが，イロブダイ Cetoscarus 

bicolor の属名が変更されたことにより，島田

（2000）は Cetoscarus 属にイロブダイ属の和名を

適用した．これに伴い Bolbometopon に当たる和

名が失われたため，島田（2000）は，吉野・荒賀

（1975）が提唱したカンムリブダイ属を適用した．

現在，カンムリブダイ属は，世界でカンムリブダ

イ Bolbometopon muricatum (Valenciennes in Cuvier 

and Valenciennes, 1839) の 1 種のみが知られている

( 吉 野・ 荒 賀，1975；Shao and Chen, 1993; Bell-

wood, 1994)．

Bolbometopon muricatum は，インドネシア・ジャ

ワ島から採集された 1 標本に基づき 1839 年に

Scarus muricatus として新種記載された．その後，

靑柳（1941）はパラオ・マラカル島産の本種 2 標

本（標準体長 210.5–272.1 mm）に基づき新標準

和名カンムリブダイを提唱した．

現在，カンムリブダイは八重山諸島以南のイ

ンド・太平洋に広く分布し（島田，2000；Shi-

mada, 2002；岸本，2006），主にサンゴ礁域に生

息していることが知られている（島田，2000, 

Shimada, 2002）．

2009 年 12 月 29 日に鹿児島県薩摩半島の南西

に位置する笠沙沖の定置網において，カンムリブ

ダイと同定される標本が 1 個体採集された．この

標本は，本種の鹿児島県における標本に基づいた

初記録であり，同時に分布の北限更新になるため

ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Hubbs and Lagler (1949) に従

い，上頬部鱗列数は Schultz (1958) に従った．計

測はノギスとディバイダーを用いて 0.1 mm 単位

まで行った．鰓耙数は，右側体側の第 1 鰓弓を計

数した．カンムリブダイの生鮮時の体色の記載は，

固定前に撮影されたカラー写真に基づく．本報告

で 用 い た 標 本 は 鹿 児 島 大 学 総 合 研 究 博 物 館

（KAUM: Kagoshima University Museum）に所蔵さ

れており，そのカラー写真は同館の画像データ

ベースに登録されている．
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　結果と考察

Bolbometopon muricatum

(Valenciennes in Cuvier and Valenciennes, 1839)

カンムリブダイ（Figs. 1–2; Table 1）

Scarus muricatus Valenciennes in Cuvier and Valen-

ciennes, 1839: 208 (type locality: Java, Indonesia).  

Callyodon muricatus; Aoyagi, 1941: 59 (Palau).

Callyodon shimoniensis Smith, 1953: 622, pls. 15–16 

(type locality: Shimoni, Kenya).

Bolbometopon muricatus; Schultz, 1969: 3 (Indo-

Pacific); Gushiken, 1973: 20, fig. 75 (locality not 

stated); Yoshino et al., 1975: 102 (Ryukyu Islands); 

Yoshino and Araga, 1975: 307, fig. C (Yaeyama 

Islands and Indo-Pacific).

Bolbometopon muricatum; Kishimoto, 1984: 211, pl. 

211, fig. G (Yaeyama Islands and Indo-Pacific); 

Choat and Randall, 1986: 197, pl. 1, fig. F, pl. 6, fig. 

A (Great Barrier Reef); Bellwood and Choat, 1989: 

14, fig. 5 (Philippines, Palau, Micronesia, Great 

Barrier Reef); Shao and Chen, 1993: 471, pl. 157, 

fig. 3 (Taiwan); Bellwood, 1994: 65 (Palau, Solo-

mon Island, Indonesia, Great Barrier Reef): Mena-

chem and Menachem, 1994: 56 (Red Sea); Masuda 

and Kobayashi, 1996: 291, fig. 1–3 (Yaeyama Is-

lands and Sipadan Island, Malaysia); Mohsin and 

Ambak, 1996: 488, fig. 376 (Malaysia); Randall et 

al., 1997: 343, unnumbered fig. (Coral Sea); Bell-

wood, 2000: 630 (South China Sea); Allen et al., 

2003: 187, unnumbered fig. (Indo-West Pacific); 

Parenti and Randall, 2000: 51 (Indo-Pacific); Myers 

and Donaldson, 2003: 633 (Mariana Islands); Adrim 

et al., 2004: 125 (Anambas Islands, Indonesia); 

Lobel and Lobel, 2004: 74 (Wake Atoll, USA); Liao 

et al., 2004: 529, fig. 8 (Taiwan); Randall et al., 

2004: 23 (Tonga); Randall, 2005; 445, unnumbered 

fig. (Sabah, Malaysia, and Bali and Seribu Islands, 

Indonesia).

標本　KAUM–I. 25448， 標 準 体 長 953.1 mm，

鹿 児 島 県 南 さ つ ま 市 笠 沙 町 桟 敷 島 東 側（31° 

24′55″N, 130°12′12″E），水深 6 m，定置網，2009

年 12 月 29 日，上村一郎．

記載　計数値と体各部の標準体長に対する割

合を Table 1 に示す．

体はやや長く，体高が高い．両顎歯板の外面

は小粒状を呈し，両顎歯は癒合し，嘴状．上顎歯

板は唇でほとんど被われない．後鼻孔は前鼻孔よ

り大きい．吻部の傾斜が強くほぼ垂直で，顕著に

前頭部の外縁が著しく突出する．背鰭始部の直前

が大きく窪む．背鰭前方鱗が体の正中線上に 1 列

に並ぶ．体側に側線が 2 本あり，上方側線列は不

完全で背鰭第 3 軟条直下付近で終わり，下尾骨ま

で達しない．下方側線列は背鰭第 4 軟条直下付近

から始まり，下尾骨後端まで伸びる．胸鰭の後端

は臀鰭始部に達しない．折りたたんだ時の腹鰭後

端は胸鰭後端直下にある．背鰭は 1 基で臀鰭基底

より長い．臀鰭始部は背鰭第 1 軟条直下付近に位

置する．肛門は臀鰭始部の直前に位置する．尾鰭

後端は二重湾入形で，上・下葉先端はわずかに伸

長する．

体色　生鮮時の体色―体全体の地色は青緑色

で，頭部の後方と体側背側がやや濃い青緑色．頭

部の前方は桃色．背鰭，臀鰭，尾鰭は，体側に比

べ青みが強い青緑色．歯板は白色．

固定後の体色―体全体が灰色みがかった濃い

赤紫色で，下顎が灰色．背鰭，胸鰭，臀鰭，尾鰭

は，灰色みが強い青緑色．

分布　本種は，インド・太平洋に広く分布し（シ

ノニムリスト参照），日本国内では，八重山諸島

以南（島田，2000；Shimada, 2002；岸本，2006），

宮古島（本研究），沖縄島（本研究）および鹿児

島県（本研究）から記録されている．

備考　本標本は，胸鰭が 15 軟条である，上頬

部鱗列数が 3 である，鰓耙数が約 20 である，背

鰭前方鱗が体の正中線上に 1 列に並ぶ，体高が高

い，成魚の前頭部の外縁が著しく突出することな

どの形質から，Bellwood and Choat (1989)，Bell-

wood (1994)，および Shimada (2002) の記載によ

く一致し，Bolbometopon muricatum と同定された．
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カンムリブダイは，ダイバーによる水中観察

により宮古島周辺で全長約 50 cm の個体が確認さ

れおり（大橋秀一氏，私信），さらに沖縄島恩納

村瀬良垣周辺でも本種が確認されている（岩瀬晃

啓氏，私信）．したがって，本種は個体数が少な

いものの，八重山諸島周辺以外の琉球列島にも生

息している．八重山諸島近海でも近年，本種の水

中観察例が減少しており，現在本種は沖縄県の絶

滅危惧種 II 類（VU）に指定されている（吉野，

2005）．本種は生きたサンゴを摂餌することが知

られていること（岸本，2006）から，八重山諸島

近海のサンゴ類に対するオニヒトデによる食害や

海水温の上昇などによるサンゴ被度の低下が，本

種の生息個体数に大きな影響を与えている可能性

がある．

カンムリブダイは，群泳することが知られて

いるが（吉野・荒賀，1975；益田・小林，1996：

291，fig. 1；岸本，2006：532，unnumbered fig.），

Fig. 1. Fresh specimen of Bolbometopon muricatum. KAUM–I. 25448, 953.1 mm SL, off east of Sashiki-jima Island, Kasasa, Minamisatsuma, 
Kagoshima, Japan.

Fig. 2. Preserved specimen of Bolbometopon muricatum (same 
specimen as Fig. 1). Fig. 3. Fresh specimen of Bolbometopon muricatum. KAUM–I. 

22153, 517.6 mm SL, off Kota Kinabalu, Sabah, Malaysia.

Fig. 4. Bolbometopon muricatum at fish landing port in Kota 
Kinabalu, Malaysia.
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本研究では 1 個体のみが採集されたにすぎない．

本標本は台湾周辺の個体群に由来し，黒潮によっ

て偶発的に鹿児島に来遊してきた可能性が高い．

さらに，本標本は成熟サイズに達しているにも関

わらず，生殖線が未発達であったことから鹿児島

本土近海で再生産している可能性も極めて低い．

本種の分布は，これまで八重山諸島以南とされて

いたが（Shimada，2002；岸本，2006），本研究に

よって鹿児島県本土から記録された．したがって，

カンムリブダイの分布は約 1000 km 北限を更新し

たことになる．

Mohsin and Ambak (1996) は，マレーシアでは

本種を有用魚として扱われておらず，市場で確認

したことがないと記述している．しかし，第 1 著

者による 2008–2009 年のマレーシア魚類調査で，

成熟したカンムリブダイが数十個体まとまって日

常的に市場で水揚げされており，本種は少なくと

もサバ州では有用魚種として扱われていることが

確認された（Figs. 3–4）．

比較標本　カンムリブダイ：KAUM–I. 22153, 

517.6 mm SL, マレーシア・サバ州コタキナバル沖

（06°03′N, 116°10′E），2009 年 8 月 25 日，荻原豪太．

　謝辞

本研究を行うに当たり，標本を寄贈して下さっ

た笠沙町漁協大黒水産の上村一郎氏に深謝する．

沖縄県那覇市の大橋秀一氏ならびに，いであ株式

会社の岩瀬晃啓氏に有益な情報を頂いた．文献情

報を提供してくださった高知大学大学院理学研究

科応用理学専攻の片山英里女氏に心より感謝す

る．標本の作製や登録を手伝って下さった鹿児島

大学総合研究博物館ボランティアの高山真由美女

史と原口百合子女史に厚くお礼申し上げる．本原

稿に対し適切な助言を下さった鹿児島大学総合研

究博物館魚類分類学研究室の松沼瑞樹氏と目黒昌

利氏に感謝する．比較標本は日本学術振興会の「若

手研究者インターナショナル・トレーニング・プ

ログラム」によるサバ州の魚類相調査の過程で採

集された．本研究は , 鹿児島大学総合研究博物館

の「鹿児島県産魚類の多様性調査プロジェクト」

と国立科学博物館の「黒潮プロジェクト（浅海性

生物の時空間分布と巨大海流の関係を探る）」の

一環として行われた．

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of 
standard length, of specimens of Bolbometopon muricatum.

Bolbometopon muricatum
KAUM–I. 25448 KAUM–I. 22153
Kagoshima, Japan Sabah, Malaysia

Standard L (mm) 953.1 517.6
Counts

D rays IX, 10 IX, 10
A rays III, 9 III, 9
P1 rays (left / right) 15 / 15 15 / 15
P2 rays I, 5 I, 5
Pored lateral line 

scales 17 + 9 18 + 8

Scale rows in longitu-
dinal series 21 21

Scales lateral line
(above/below) 3 / 6 2 / 7

Predorsal scales 2 4
Gill rakers 17 18
Cheek scale rows 3 3

Cheek scales
(upper/middle/lower) 6 / 4 / 1 6 / 6 /2

Measurements
Body depth 52.2 40.4
Body width 21.5 17.2
Head L 35.8 35.2
Snout L 20.9 20.0
Orbit diameter 3.6 4.4
Postorbital L 18.5 17.6
Interorbital width 13.9 11.3
Pre-D L 41.2 38.0
Pre-A L 63.9 60.7
Pre-P1 L 29.7 30.9
Pre-P2 L 33.2 32.3
D base L 62.4 61.3
A base L 27.7 26.2
P1 base L 8.5 6.9
P2 base L 4.8 4.2
P1 L 24.2 22.6
P2 L 19.3 18.0
1st D spine L — 12.0
2nd D spine L — 11.3
3rd D spine L — 12.6
4th D spine L — 12.8
5th D spine L — 12.2
6th D spine L — 13.0
7th D spine L — 12.1
8th D spine L — 11.0
9th D spine L — 12.1
Longest D soft ray L 14.4 13.2
1st A spine L 3.6 2.8
2nd A spine L 9.9 9.0
3rd A spine L 9.6 9.3
Longest A soft ray L 15.1 12.2
C peduncle depth 14.8 13.3
C peduncle L 17.6 16.5
C fin L 22.9 23.6

D: dorsal fin; A: anal fin; P1: pectoral fin; P2: pelvic fin; C: caudal; 
L: length.
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